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　平成29年3月25日（土）護国神社において、第11回理事会が開催され、平成29年度の活
動方針・事業計画及び歳入歳出予算を審議し、決定した。
　決定された平成29年度の活動方針・事業計画は次のとおり。

層
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

靖
国
神
社
に
代
わ
る
新
た
な

「
国
立
の
追
悼
施
設
建
設
構

想
」
が
再
燃
す
れ
ば
、
断
固

こ
れ
を
阻
止
す
る
。

　

最
重
点
要
望
事
項
で
あ
っ

た
「
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
」
は
、
継
続

し
た
う
え
で
、
増
額
を
獲
得

し
た
。
今
後
は
支
給
要
件
見

直
し
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処

遇
改
善
は
、
国
家
補
償
の
理

念
に
基
づ
き
改
善
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
日
本
遺
族

会
の
平
成
二
十
九
年
度
予
算

に
対
す
る
要
望
事
項
は
、
極

め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
、概
ね
予
算
計
上
さ
れ
た
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

八
割
を
占
め
る
今
日
に
お
い

て
、
先
の
大
戦
の
記
憶
の
風

化
は
進
み
、
国
民
は
戦
争
の

悲
惨
さ
平
和
の
尊
さ
を
忘
れ

つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け

れ
ば
、
今
な
お
紛
争
が
途
絶

え
る
こ
と
な
く
、
罪
の
な
い

命
が
日
々
失
わ
れ
続
け
て
い

る
。

　

戦
後
七
十
二
年
、
二
十
一

 

は
じ
め
に

　

我
々
が
今
日
、
平
和
と
自
由
の

恩
恵
を
享
受
で
き
る
の
は
、
先
の

大
戦
で
、国
を
想
い
家
族
を
想
い
、

尊
い
一
命
を
賭
し
、
散
華
さ
れ
た

戦
没
者
の
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と

に
思
い
を
い
た
し
、
戦
没
者
に
対

し
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
改

め
て
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す

る
。

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で
あ
る
内
閣

総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、

平
成
二
十
五
年
十
二
月
以
降
途
絶

え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
総
理
・

閣
僚
の
参
拝
定
着
化
に
向
け
、
一
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世
紀
を
生
き
る
我
々
戦
没
者

遺
族
は
、「
二
度
と
戦
争
を

し
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
の

よ
う
な
遺
族
を
出
し
て
は
な

ら
な
い
。」
と
い
う
原
点
に

今
一
度
立
ち
返
り
、
英
霊
の

顕
彰
を
忘
れ
ず
、
世
界
の
恒

久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後

世
代
へ
と
し
っ
か
り
と
伝
え

続
け
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
戦
没
者

の
孫
、
曾
孫
を
中
心
と
し
た

「
青
年
部
」
の
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
。
本
会

は
、
日
本
遺
族
会
、
市
郡
遺

族
連
合
会
等
と
の
連
携
を
図

り
、
英
霊
の
顕
彰
、
遺
族
の

処
遇
改
善
等
福
祉
の
向
上
、

命
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に

伝
え
る
取
組
を
進
め
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
九

年
度
活
動
方
針
・
事
業
計
画

を
策
定
し
、
懸
案
事
項
の
解

決
に
努
め
る
。

 

Ⅰ　

活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

　

我
々
が
、
今
日
の
平
和
で

自
由
な
生
活
を
享
受
で
き
る

の
は
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た

戦
没
者
の
、
尊
い
犠
牲
の
上

に
あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た

し
、
国
家
、
国
民
は
、
戦
没

者
に
対
し
、
尊
崇
と
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
こ
と
を
、
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
戦
没
者
を
祀
る
、
我

が
国
唯
一
の
追
悼
施
設
で
あ

る
靖
国
神
社
に
、
国
を
代
表

し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
参
拝

さ
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
当

然
で
あ
り
、
今
後
も
、
関
係

団
体
と
の
連
携
を
強
固
に
し

て
、
総
理
、
閣
僚
の
参
拝
の

定
着
化
と
、
知
事
等
の
靖
国

神
社
、
護
国
神
社
参
拝
を
推

進
す
る
。

　

ま
た
、
靖
国
神
社
に
代
わ

る
、
新
た
な
国
立
の
追
悼
施

設
の
建
設
は
、
靖
国
神
社
を

唯
一
の
追
悼
施
設
で
あ
る
、

と
考
え
る
戦
没
者
遺
族
ら
の

心
情
を
、
逆
な
で
す
る
と
と

も
に
、
靖
国
神
社
の
形
骸
化

に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
施

設
建
設
を
断
固
反
対
す
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

　

戦
没
者
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
公
務
扶
助
料
等
は
、
国
家

補
償
の
理
念
に
基
づ
き
、
改

善
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
昨
今
、
公

的
年
金
引
き
下
げ
議
論
が
蒸

し
返
さ
れ
る
な
ど
、
予
断
を

許
さ
な
い
。
公
務
扶
助
料
等

の
意
義
に
つ
い
て
、
機
会
を

捉
え
、
知
ら
し
め
る
努
力
を

す
る
。

　

一
方
、
公
務
扶
助
料
等
受

給
者
が
失
権
し
た
場
合
、
速

や
か
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
改
善
に

努
力
を
す
る
。

　

そ
の
他
、
遺
族
会
の
要
望

事
項
の
完
全
実
現
を
図
る
。

三
、
組
織
継
承
へ
の
対
応

　

高
齢
化
著
し
い
本
会
に

あ
っ
て
、
会
の
使
命
は
英
霊

の
顕
彰
と
、
戦
没
者
遺
族
の

福
祉
の
向
上
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

終
戦
か
ら
七
十
二
年
を
経
過

し
、
組
織
の
中
核
で
あ
る
戦

没
者
遺
児
も
、
平
均
年
齢
は

七
十
六
歳
を
超
え
、
高
齢
化

は
否
め
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
六

年
六
月
一
日
発
足
し
た
「
青

年
部
」の
組
織
強
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
市
郡
連
合
会
と
の

連
携
を
一
層
密
に
し
て
、
各

種
事
業
に
、
孫
、
曾
孫
等
の

参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
す

努
力
を
す
る
。

四
、
遺
児
の
慰
霊
友
好
事
業

へ
の
参
加
推
進

　

本
年
度
も
、
引
き
続
き
父

親
の
戦
没
地
で
の
慰
霊
・
追

悼
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
機

関
紙
に
お
け
る
広
報
活
動
等

を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、
参

　各種行事、記念館の語り部事業、慰霊巡拝等の最新の情
報をお知らせしています。携帯・パソコンの検索欄に
徳島県遺族会  もしくは 徳島県戦没者記念館  で 検索  

ホームページのアドレス　URL　http://izokukai.jp/

ホームページ随時更新中!!
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加
を
呼
び
か
け
る
。

五
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
へ
の
来
館
促
進

　

戦
没
者
の
御
霊
を
慰
霊
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
心
に
刻
み
、
命
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に

語
り
継
い
で
い
く
た
め
の
施
設
と
し
て
、
平
成

二
十
六
年
十
月
五
日
に
開
館
し
た
、
徳
島
県
戦

没
者
記
念
館
で
実
施
す
る
「
語
り
部
」
事
業
、

企
画
展
な
ど
を
積
極
的
に
周
知
し
、
若
い
世
代

の
来
館
促
進
を
図
る
。

　

特
に
小
中
高
校
の
児
童
、
生
徒
に
来
館
い
た

だ
く
た
め
の
働
き
か
け
を
、「
来
館
支
援
制
度
」

や
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
資
材
」
の
活

用
に
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
。

六
、
特
別
弔
慰
金
獲
得
記
念
基
金
の
造
成

　

特
別
弔
慰
金
の
継
続
、
増
額
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、

①
本
会
及
び
各
地
区
遺
族
会
の
財
政
基
盤
強
化

②
「
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家
族
」
像
の
建
立

を
目
的
に
、
基
金
の
造
成
を
図
る
。

 

Ⅱ　

事
業
計
画

一
、
戦
没
者
顕
彰
事
業

　

国
策
に
基
づ
き
、
殉
じ
た
尊
い
犠
牲
が
あ
っ

た
厳
粛
な
事
実
を
、
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

戦
没
者
の
慰
藉
を
行
い
、
平
和
に
寄
与
す
る
事

業
活
動
を
実
施
す
る
。

⑴ 　
「
富
山
丸
」
戦
没
者
慰
霊
祭

日
時
：
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日
（
木
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社

⑵ 　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
及
び
靖
国

神
社
団
体
参
拝

日
時
：
平
成
二
十
九
年
八
月
十
四
日（
月
）～

　
　
　

十
五
日（
火
）

場
所
：
日
本
武
道
館

募
集
人
員
：
五
十
七
名

⑶ 　

徳
島
県
戦
没
者
追
悼
式

日
時
：
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日（
木
）

場
所
：
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

募
集
人
員
：
八
百
名

⑷　
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

日
時
：
平
成
二
十
九
年
十
一
月
中
旬（
二
泊
三
日
）

場
所
：
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

募
集
人
員
：
三
十
名

⑸　

海
外
慰
霊
巡
拝

日
時
：
平
成
三
十
年
一
月
下
旬（
四
泊
五
日
）

場
所
：
未
定

募
集
人
員
：
二
十
名

⑹　

地
域
追
悼
式
等
へ
の
参
列

日
時
：
随
時

場
所
：
県
内
各
地

⑺　

春
の
靖
国
神
社
団
体
参
拝

日
時
：
平
成
三
十
年
三
月
下
旬（
二
泊
三
日
）

場
所
：
靖
国
神
社
他

募
集
人
員
：
四
十
名

⑻ 　

厚
生
労
働
省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
事
業
、

遺
骨
帰
還
等
事
業
の
相
談
・
周
知

　

戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
の
促
進
や
、
戦
没
者

慰
霊
友
好
親
善
を
図
る
た
め
、
県
内
か
ら
こ

れ
ら
事
業
に
参
加
し
た
い
者
の
相
談
に
応
え

る
と
と
も
に
、
国
事
業
の
周
知
を
図
る
。

⑼　
 

援
護
対
策

　

県
内
で
、
十
八
名
の
戦
没
者
遺
族
相
談
員

を
委
嘱
し
、
遺
族
会
会
員
に
限
ら
ず
、
特
別

弔
慰
金
等
の
請
求
を
は
じ
め
と
す
る
戦
没
者

遺
族
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
に
対
す
る
相
談

を
実
施
す
る
。

⑽　

第
三
回
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

二
、
広
報
啓
発
事
業

　

広
報
啓
発
誌
の
発
行
、
県
内
配
布
等
を
行

い
、
戦
没
者
の
顕
彰
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
恒

久
平
和
の
大
切
さ
等
を
、
広
く
県
民
に
訴
え

る
と
と
も
に
、
本
会
の
事
業
に
つ
い
て
周
知

を
図
る
。

⑴　

徳
島
県
遺
族
会
会
報
の
発
行
、
県
内
配
布

　

年
間
六
回
、
徳
島
県
遺
族
会
会
報
を
発
行

し
、
市
町
村
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
を
通
じ

て
県
内
配
布
を
行
う
。
発
行
部
数
は
、
約

一
万
四
千
部
。
県
内
会
員
約
一
万
人
に
加
え

て
、
県
担
当
課
、
各
市
町
村
担
当
課
・
議
会
・

図
書
館
等
に
も
配
布
す
る
。

⑵　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

　

遺
族
会
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
情
報
発
信

す
る
。
ま
た
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
、
語

り
部
事
業
等
を
紹
介
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
情
報
発
信

す
る
。

三
、
遺
族
処
遇
改
善
等
事
業

　

日
本
遺
族
会
、
各
都
道
府
県
遺
族
会
等
の

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
遺
族
の
処
遇
改
善

に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。
国
の
援
護
施

策
の
改
善
に
向
け
た
提
言
活
動
な
ど
を
実
施

す
る
。

⑴ 　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
及
び
国

会
陳
情

期
日
：
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日（
金
）

場
所
：
東
京
都

⑵ 　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
時
：
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日（
月
）・

　
　
　

三
十
一
日
（
火
）

場
所
：
広
島
市

⑶ 　

長
寿
者
（
百
歳
）
に
対
す
る
記
念
品
の

贈
呈

四
、
研
修
事
業

　

戦
没
者
遺
族
を
対
象
に
、
研
修
会
・
勉
強

会
等
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
関
係
機
関
が
実

施
す
る
戦
没
者
顕
彰
や
、
平
和
運
動
に
関
す

る
研
修
会
に
、
遺
族
な
ど
を
派
遣
す
る
。

⑴ 　

徳
島
県
遺
族
会
役
員
等
研
修
会

日
時
：
平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日（
日
） 

場
所
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

⑵ 　

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

南
部
地
区
：
平
成
二
十
九
年
六
月
二
日（
金
）

　
　
　
　
　

阿
南
市
文
化
会
館

東
部
地
区
：
平
成
二
十
九
年
六
月
三
日（
土
）

　
　
　
　
　

徳
島
県
護
国
神
社
参
集
殿

西
部
地
区
：
平
成
二
十
九
年
六
月
四
日（
日
）

　
　
　
　
　

阿
波
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑶ 　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
研
修
会

日
時
：
平
成
三
十
年
二
月
頃

場
所
：
未
定

五
．
特
別
弔
慰
金
獲
得
記
念
基
金
の
造
成

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
に
最
終
償
還

を
迎
え
た
特
別
弔
慰
金
の
継
続
（
五
年
償
還

の
国
債
を
五
年
毎
に
二
回
交
付
）、
年
五
万

円
へ
の
増
額
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

① 

本
会
及
び
各
地
区
遺
族
会
の
財
政
基
盤
強
化

② 

「
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家
族
」
像
の
建
立
を

目
的
に
、
基
金
の
造
成
を
図
る
。

六
．
万
代
会
館
駐
車
場
事
業

　

旧
万
代
会
館
跡
地
を
駐
車
場
（
十
九
台
）
と

し
て
貸
し
出
す
。

七
．
法
人
事
業

　

本
会
運
営
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
法
人

会
計
を
設
け
、
全
般
的
な
管
理
等
を
行
う
。

⑴　

役
員
会
等
の
開
催

　

理
事
会
二
回
、
評
議
員
会
一
回
、
正
副
会
長

会
五
回
、
監
事
会
一
回
（
各
会
は
最
低
開
催
回

数
）

⑵　

運
営
委
員
会
の
開
催
（
随
時
）

⑶　

女
性
部
正
副
部
長
会
及
び
役
員
会（
随
時
）

⑷　

遺
児
部
正
副
部
長
会
及
び
役
員
会（
随
時
）

⑸　

青
年
部
正
副
部
長
会
及
び
役
員
会（
随
時
）

⑹　

市
町
村
事
務
局
長
会
議

日
時
：
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日（
金
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社
会
議
室

八
．
本
会
の
協
賛
事
業

⑴　

徳
島
県
護
国
神
社
主
催

① 

み
た
ま
祭
り

日
時
：
平
成
二
十
九
年
八
月
上
旬
（
十
五
日

間
の
う
ち
三
日
間
は
照
灯
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社

② 

平
和
祈
念
祭

日
時
：
平
成
二
十
九
年
八
月
十
五
日
（
火
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社

③ 

神
恩
感
謝
祭

日
時
：
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日（
木
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社

④ 

徳
島
県
護
国
神
社
例
大
祭

日
時
：
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
日
（
木
）

場
所
：
徳
島
県
護
国
神
社

⑵　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
主
催

① 

全
国
統
一
行
動
の
街
宣
活
動

日
時
：
平
成
二
十
九
年
八
月
上
旬

場
所
：
徳
島
駅
前

②
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
時
：
平
成
二
十
九
年
九
月
十
九
日
（
火
）・

　
　
　

二
十
日
（
水
）

場
所
：
愛
媛
県
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※旅行実施日　平成29年８月14日㈪～15日㈫行　　　　　　　　程月日（曜）

８/14
㈪

８/15
㈫

徳島空港　　　　羽田空港 ‖‖ 東京都内

‖‖ 靖国神社 …… 遊就館 ‖‖  

‖‖

ホテル ‖‖ 皇居参拝 ‖‖ 日本武道館 …

…… 昭和館 ‖ お台場海浜公園散策  ‖

‖‖ 羽田空港　　　　徳島空港

9:10

8:30 9:00 9:30

13:20 14:15 16:1514:45

10:00 13:00

12:45 14:45
16:3015:10

16:30頃

10:20　    11:00 11:30　    12:30

16:45着　　18:00 19:10

JAL454

〈記念撮影〉

〈記念撮影〉

（昼食）

（昼食弁当）

徒歩にて

（夕食弁当）

１

２

JAL463

（昇殿参拝） （見学）

（全国戦没者追悼式参列）

グランドニッコー
東京台場（泊）

江戸東京
博物館

TEL
03-5500-6711

※マダムタッソー東京
※アクアシティお台場

平成29年度　全国戦没者追悼式（政府主催）（靖国神社団体参拝）

　

日
本
遺
族
会
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
一
度
は
亡
き
父
等

の
眠
る
地
に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

■	

参
加
費　

十
万
円

　

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
資
格

　

戦
没
者
の
遺
児

　

前
年
度
（
二
十
八
年
度
）
参
加
者
以
外
は
、複
数
回
の
応
募
が
で
き
ま
す
。

■		

申
込
方
法

　

県
遺
族
会
事
務
局
へ

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加募集のご案内

１．参加経費　３０，０００円
旅行代金の中には航空機・宿泊・食事（昼食２回・朝食１回・夕食２回）見
学の全て及び、２回の記念写真代が含まれております。個人的な費用は含ま
れておりません。なお、参加経費については補助されております。

２．募集人員　５７名（定員になり次第締め切らせていただきます。）

３．参加資格
戦没者の父・母・妻・兄弟・姉妹・子・孫・18歳未満の遺族（１名以上）（今
回は追悼式及び靖国神社を参拝を主として計画しておりますので、はじめて
全国戦没者追悼式（武道館）に参列される方を募集しております。

４．お申込期間　平成29年５月31日（水）まで
５．申し込み先

徳島県遺族会は、参加希望会員の委託をうけて、申し込み手続きの代行
をいたします。参加御希望の方は次へお申し込みください。
〒770-8021	 徳島市雑賀町東開21-1
	 徳島県遺族会事務局（TEL	088-636-3212）

実施地域 実施時期 募集
人員

１ 旧満州 平成29年８月１日～８月10日 40人
２ 旧ソ連 平成29年８月21日～８月29日 40人
３ モンゴル 平成29年８月25日～８月30日 15人
４ 西部ニューギニア 平成29年９月25日～ 10月４日 35人
５ マリアナ諸島 平成29年10月２日～ 10月４日 40人
６ 東部ニューギニア（１次） 平成29年10月11日～10月18日 40人
７ トラック・パラオ諸島 平成29年10月14日～10月21日 40人
８ 北ボルネオ・マレー半島 平成29年10月24日～11月２日 20人
９ フィリピン（１次） 平成29年11月１日～11月８日 120人
10 ソロモン諸島 平成29年11月15日～11月22日 20人
11 ミャンマー（１次） 平成29年11月27日～12月６日 60人
12 台湾・バシー海峡 平成30年２月１日～２月７日 20人
13 東部ニューギニア（２次） 平成30年２月７日～２月14日 42人
14 ミャンマー（２次） 平成30年２月26日～３月７日 60人
15 フィリピン（２次） 平成30年３月13日～３月20日 120人
16 中　国 平成30年３月22日～３月30日 80人

上記 16地域の他に特定地域として下記３地域を行う予定です。
１ 西部ニューギニア 平成30年１月18日～１月27日 36人
２ ビスマーク諸島 平成30年２月７日～２月14日 36人
３ マーシャル・ギルバート諸島 平成30年３月10日～３月18日 36人

平成29年度・戦没者遺児による慰霊友好親善事業・実施計画概要

　

護
国
神
社
で
は
、
今
年
も
八
月
四
日
か
ら

八
月
六
日
ま
で
（
提
灯
の
掲
示
は
八
月
一
日

か
ら
十
五
日
の
平
和
祈
念
祭
ま
で
）、
夏
の

慰
霊
行
事
と
し
て
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
を
斎

行
致
し
ま
す
。

　
「
み
あ
か
し
」
を
ご
神
前
に
灯
し
て
神
慮

を
お
慰
め
し
、
広
く
ご
神
徳
を
い
た
だ
く
お

祭
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
お
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
に
「
提
灯
献
灯
」
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

提
灯
献
灯
お
申
込
要
領

　
❶
永
代
献
灯
（
大
型
提
灯
）

　
　

一
灯
に
つ
き	

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

❷
一
般
献
灯
（
小
型
提
灯
）（
五
年
間
分
）

　
　

一
灯
に
つ
き	

一
〇
、〇
〇
〇
円

◎
期
間
中
行
事
予
定
（
八
月
十
五
日
ま
で
）

小
中
学
生
書
道
大
会
作
品
展
示
・「
護
国

神
社
の
歩
み
」
パ
ネ
ル
展
等

◎
神
賑
行
事
予
定
（
八
月
四
・
五
・
六
日
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会・ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム・宝
さ
が
し・

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路・阿
波
踊
り・映
画
上
映
等

　
提
灯
献
灯
の
お
申
込
み
、
行
事
へ
の
参
加

希
望
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
護
国
神
社
社
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〒770-8021

徳島市雑賀町東開21−1
徳島県護国神社社務所
電話 088−669−3090

❶
永
代
献
灯

❷
一
般
献
灯

徳
島
県
護
国
神
社

　

み
た
ま
ま
つ
り
献
灯
の
ご
案
内
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　 私は、昭和12
年に伊沢村（現阿
波市）に生まれま
した。生まれたば
かりの私を待って

くれていたのは、実母の弟で私の叔父にあたる
人でした。生まれたばかりの私を懐に入れて「こ
の子はワシの子じゃ。」と皆に見せて歩いたそう
です。何も知らない赤ん坊の、私の人生が動き
始めました。私の父になる、「都築勝」です。
　私が物心ついた頃には、父は私を自転車に

乗せて、散髪屋さんをしている父のお姉さんの所に、よく遊びに
連れて行ってくれました。
　私は幼稚園は伊沢でしたが、小学校は戸籍が大阪に行ってい
た実父の所にあったため、大阪の国民学校へ行くこととなりまし
た。
　2年生の2学期頃、私が学校に行っている間に、田舎から父が
正式に私の籍を貰いに来てくれました。実父は「幸榮はまだ小さ
いので、せめて女学校を出るまで待って欲しい。姉か、男の子な
ら2人いるので3人のうちでは。」と言っても、父はどうしても私でな
いといらない、と言ったそうです。父は私が生まれたその時から、
この私を自分の子どもにと決めていたのでしょう。
　最後に「どうしても幸榮をくれないのなら、帰りにどこかで浮浪
者の子を連れて帰る。」と言い出し、とうとう実父も折れて、私の
籍を渡すことにしたそうです。父は田舎から大きなおにぎりのお弁
当を、何食分も持ってきていました。食べて帰ってはどうかと言
われても「時間が無いのですぐ帰る。このお弁当は、幸榮に食べ
させてほしい。」と言って、急いで徳島へトンボ帰りしたそうです。
父が帰った後で実父は「たぶん勝は赤紙がきたのだろう。入隊の
日が迫っているのだろう。」と心配していたそうです。
　2年の2学期を終えると、大阪から田舎に引っ越してきました。
その時には、父は出征していませんでしたが、3年の終わり頃、
父と面会できると知らせがありました。
　前日からお弁当を作り、当日は朝早く起きて、汽車で蔵本駅で

　 私は、大 正15
年に土成町に生ま
れましたが、私の
10代は、ちょうど
支那事変から太

平洋戦争の時期と重なります。私も18歳の時に
学徒出陣をすることとなり、近所の人に兵隊さん
と同じように、送っていただいた事を覚えておりま
す。
　私の学徒出陣は、兵庫県の鳴尾にありました

「紫電改（しでんかい）」など海軍の飛行機を製作する「川西航空機」
の宝塚工場での勤務でした。私は、面接で特技を聞かれ、ちょう
ど習っていた「そろばんです。」と答えたためか、配属先は「会計課」
となりました。
　勤め始めてから、服を真っ黒にして戦闘機の製造している同い
年くらいの同僚から、うらやましがられましたが、実際は楽な仕事
ではなく、大勢の工場の人のお世話をしながら、経理や事務手続
きなど、覚える事が山程あり大変でしたが、お国のためにと一生懸
命働きました。
　この当時は、夕方の5時になると工場で、必ず「大本営発表」を
ラジオで聞くこととなっており、それを聞くのが楽しみでした。放送
では「我が軍は、戦闘機を何機撃墜、船を何隻撃沈」と放送され、
心が躍り、今にも戦争に勝ちそうな気がするからでした。今思うと、
うその情報でしたが、当時はそれぐらい、正しい情報を知ることが
できませんでした。
　その後、20歳の時に実家に帰らざるをえなくなり、職場の人から
は、「仕事を離れるのは非国民」よばわりされましたが、父からの
強い命令でやむなく徳島に帰ることとなりました。
　このため、終戦は徳島で迎え、天皇陛下のお言葉を、古いラジ
オで近所の人と聞きました。ただ、よく聞き取れず、集まっていた人
の間では、「終戦ではなく休戦」で、しばらく休んで又戦うんだと
言い合いました。負けたとは思いたくなかったのでしょう。
　私は、何であんなに大本営発表では勝っているように言ってい
たのに、休戦なのかと不思議に思いました。が、何はともあれ当分、

語り部事業講演要旨

●第29回語り部事業　２月11日（土）

　　「父との絆」
都築　幸榮氏（79）

●第30回語り部事業　３月11日（土）

　　「傷痍軍人の夫との生活」
今井　秀子氏（90）

降り、練兵場に行きました。練兵場では、兵隊さんが軍服を着
て鉄砲を肩に立てて、私達のいる前を行進していきました。おば
あちゃんとお母さんは「あそこにいる。勝じゃ。」と言っていました。
お昼になると父も来て、美味しいお弁当を囲み、家族4人水入ら
ずで、幸せな時間でした。
　それから暫くして、父の乗っていた船が沈んで、戦死したとの
広報が届きました。大勢の人が家に来てくれましたが、私は悲し
くて人の前にはよう出て行けず、ただ隠れていました。後で、父の
英霊が、四角い箱に入った白い布に包まれた状態で帰ってきまし
た。おばあちゃんが「勝も４回も戦争に行ってとうとう死んでしまっ
た。」と嘆いていました。おばあちゃんの一人息子だったのです。
その後、3人での寂しい暮らしとなりますが、病弱だった母も父が
戦死してから、３年後に39歳の若さで、父の元へ行ってしまいま
した。
　それから後に、私は、昭和19年6月29日に、徳之島沖でアメリ
カの潜水艦に撃沈された、輸送船「富山丸」に、父が搭乗し戦
没した事を知りました。
　いつも「富山丸」が沈んでいる徳之島へ、慰霊に行きたいと
思っていましたが、子ども達も結婚し、孫も生まれた時に、徳之
島を訪れ、船上慰霊を行う事が叶いました。家で収穫したお米
や家の井戸から汲んできたお水、お酒などをお祭りし、「お父さん、
どうかお召し上がり下さい。」と心の中で言って手をあわせました。
　僅か7年の短い間でしたが、私に一生分の愛情をかけてくれた
かと思うと、実の親子よりもずっとずっと固い絆で結ばれていた父
と子です。この世では短い「縁（えにし）」の親子でしたが、次の
世に生まれ変わっても、私はお父さんの子に生まれたいと思って
います。その時には、両親には孫達の可愛さまで十分味わっても
らえるよう、長生きして欲しいです。そして私にも一生懸命親孝行
させて下さい。
　私は時 立々ち止まって自分の歩いてきた道を振り返ります。戦
争さえなければ、父が戦死さえしなければ、私だって人並みの幸
せに生きれただろう、違った道もあったのかも知れません。でも、
苦労もしましたが、私は今が一番幸せです。お父さん、ありがと
うございました。

戦闘機も飛んでこないし、夜、電灯をつけてもよくなるので、ほっと
した記憶が残っております。
　昭和21年1月に夫「今井市次」と結婚をして、南田宮に嫁いでま
いりました。
　主人は、中支で戦闘中に、右腕に鉄砲の弾を受けておりました。
弾は貫通したのですが、破片が多く残っていたようで、そこに肉が
巻き、毎年6月の梅雨の頃には傷がうずき、病院で何度も何度も手
術を受けました。
　家は力仕事が必要な農家で、右腕に傷を負った主人は不自由を
しておりましたが、当時のことですので、近所の皆さんの助けをい
ただきながら何とか米作りができていました。
　主人は「大正男子」でしたので頑固な面もありましたが、弱音も
吐かず、家族には非常に優しく、周囲の人とも仲良くできる人でした。
　戦争の話はあまりしたがりませんでしたが、孫と一緒にお風呂に
入った時に「じいちゃんこの傷どうしたん」と聞かれた時には、戦
争の様子を話してくれたようでした。ただ、中支の戦争で亡くなっ
た戦友の事を話すときには、自分は生きて帰ったので、なにかしな
ければと強く責任を感じておりました。
　戦友会を作って友達のお墓参りをしたり、連隊の記録を残したり、

「遺族会」の方と一緒になって、護国神社の掃除のお手伝いをした
りしておりました。
　また、家の農業や農協の役員もしながら、県の「傷痍軍人会」
の会長、また事務局の仕事まで引き受けておりました。国会活動
や陳情にも積極的に関わり、遺族の支援、傷痍軍人の名誉の確
保のため奔走しておりました。
　平成25年2月に亡くなりましたが、戦後はいつ何時も、戦没者や
戦友の事を思って、一生懸命生活していました。
　主人は、「今の日本の平和があるのも、多くの戦没者や手足をな
くした人の犠牲の上にあることを忘れず、これからは悲惨な戦争は
絶対にしてはいけない。孫子の代まで語り継ぐように。」が口ぐせ
でした。今も地球のどこかで、戦の音がしています。今こそ主人の
言っていたように、若い世代の人に戦争の悲惨さと平和の尊さを語
り継いで行くことが必要な時になっております。日本の今の平和が、
いつまでも続くようにする努力が必要です。
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第３回「平和作文コンクール」の作品募集
１．目　　的
　先の大戦（日中戦争含む）では多くの尊い命が犠牲となりまし
た。徳島県においても約３万４千人が犠牲となりましたが、この
歴史的事実を風化させることなく、次の世代に正しく継承してい
くために、昨年度に引き続き、中学生を対象に平和に関する作文
コンクールを実施し、戦争と平和について考え、平和を尊ぶ心を
育てる機会をつくります。
　また、応募作品の中から優秀な作品を表彰す
るとともに、本年８月末に開催予定の徳島県戦没
者追悼式で作者が朗読し、広く県民に平和のメッ
セージを届ける機会とします。
２．募集規定
　（1）募集期間
　　　平成29年４月24日（月）～８月８日（火）（必着）
　（2）募集対象者
　　　徳島県在住の中学生
　（3）応募規定
 作文のテーマ（例）
 　○戦争と平和について　　○平和学習で学んだこと
 　○戦争体験者の話を聞いて（徳島大空襲・特攻隊など）
 　○徳島県戦没者記念館を見て
  原稿用紙に作文を書き、（４）の応募先へ郵送又は持参す

ること。
 ・ 原稿用紙は400字詰め・B ４サイズ・縦書き・２枚程度
 ・ 欄外に題名、学校名、学年、氏名（フリガナ）を書き、

１行目から本文としてください。
　（4）応募先
　　　　徳島県保健福祉部地域福祉課
　　　　770-8570 徳島市万代町1−1　県庁2階
　　　　電話　088-621-2170
３．審査・表彰
　　・審査員により最優秀作品、優秀作品を選定します。
　　・最優秀賞（1名）・・・賞状・図書カード1万円
　　・優秀賞（2名）・・・・賞状・図書カード5千円
　　　※応募いただいた方には参加賞をお贈りいたします。
　　○ 最優秀賞、優秀賞の３名は、８月末に賞状を授与する機会

を設けます。
　　○ 最優秀賞作品は、追悼式において、作者による朗読があり

ます。
４．主催・後援
　　主催　徳島県・一般財団法人徳島県遺族会
　　後援　徳島県教育委員会
　●問合せ先
 ①徳島県保健福祉部地域福祉課 
 　770-8570 徳島市万代町1-1 県庁2階 電話　088-621-2170
 ②一般財団法人徳島県遺族会
 　770-8021 徳島市雑賀町東開21-1 電話　088-636-3212

　

小
松
島
市
立
芝
田

小
学
校
六
年
生
十
三
名

が
、
平
成
二
十
九
年
二

月
二
十
四
日
、
校
外
学

習
の
一
環
と
し
て
、
戦

没
者
記
念
館
に
来
館
さ

れ
ま
し
た
。

　

戦
没
者
記
念
館
で
、

平
和
の
尊
さ
や
戦
争

の
悲
惨
さ
を
パ
ネ
ル
展

示
・
遺
品
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
で
学
び
ま
し
た
。

　

後
日
、「
と
て
も
心

が
痛
み
ま
し
た
。
戦
没

者
の
写
真
の
中
に
十
五

 
校
外
学
習
で
芝
田
小
学
校
六
年
生
が
来
館

「特別弔慰金獲得記念」
基金造成について

　「特別弔慰金獲得記念」基金につきましては、
会員各位のご協力により、造成を進めております。
　ついては、当基金の納付期日を、趣意書にも記
載のとおり、平成29年５月末と設定いたしており
ますが、あと約１ヶ月と迫ってまいりました。
　会員の皆様におかれましては、趣旨ご賛同賜り、
基金造成にご協力をいただけますよう、よろしく
お願いいたします。

才
の
方
が
お
り
、

私
た
ち
と
三
つ
し

か
か
わ
ら
な
い
の

に
命
を
落
と
し
て

い
る
。
そ
れ
が
、

戦
争
中
で
は
当

た
り
前
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
思
う

と
、
戦
争
が
ど
れ

ほ
ど
残
酷
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。」
等
の
感
想

文
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

靖
国
神
社
慰
霊
参
拝

　

平
成
二
十
九
年
三
月

二
十
六
日
（
日
）
か
ら

二
十
八
日
（
火
）
の
三
日
間
、

「
春
の
靖
国
神
社
慰
霊
参
拝
」

に
、
増
矢
稔
会
長
を
団
長
と

し
て
三
十
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
靖
国
神
社
の
桜

が
標
本
木
と
な
っ
て
い
る
東

京
が
三
月
二
十
一
日
全
国
で

一
番
早
く
開
花
宣
言
が
出
さ

れ
、
昇
殿
参
拝
の
時
に
は
、

春
爛
漫
、
満
開
の
桜
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後

の
冷
え
込
み
で
花
の
生
育
が

遅
れ
、
昇
殿
参
拝
の
時
に
は
、

一
分
咲
き
程
度
に
と
ど
ま
る

状
況
で
、
参
拝
を
行
っ
た

二
十
六
日
も
、
生
憎
の
強
い

風
雨
を
伴
う
天
候
で
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
花
冷
え

の
中
、
団
員
は
皆
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
静
か
に
参
拝
に

望
み
、
尊
崇
の
念
を
込
め
、

戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
祈
念
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
厳
粛
に
昇
殿
参
拝

を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
長
野
県
に
あ
る
、

先
の
大
戦
で
命
を
落
と
さ
れ

た
画
学
生
ら
の
作
品
を
集
め

た
美
術
館
「
無
言
館
」
を
訪

問
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
無
言
館
」
は
、
小
高
い

丘
の
上
に
あ
り
、
館
内
は
打

ち
っ
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

ほ
の
暗
い
照
明
の
中
、
油
絵
・

水
彩
画
な
ど
で
描
か
れ
た

「
風
景
画
」「
人
物
画
」
中
に

は
裸
婦
像
な
ど
の
作
品
が
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

芸
術
を
追
い
求
め
た
画
学

生
ら
の
作
品
で
、
胸
に
迫
る

迫
力
と
美
し
さ
が
あ
り
、
見

る
者
に
感
動
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
こ

の
方
達
が
、
も
し
、
戦
没
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
れ
だ

け
素
晴
ら
し
い
作
品
を
製
作

し
、
ど
う
活
躍
さ
れ
た
だ
ろ

う
」
と
想
像
を
与
え
る
と
と

も
に
、
翻
っ
て
そ
う
で
き
な

か
っ
た
戦
争
の
残
酷
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
考
え
る
契
機
と

な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
東
京
で
は
大
雨
で

あ
り
ま
し
た
が
、
長
野
県
の

山
岳
地
帯
に
分
け
入
る
と
、

東
京
で
の
大
雨
が
、
転
じ
て

季
節
外
れ
の
大
雪
と
な
り
、

山
々
や
木
々
に
降
り
積
も
っ

て
お
り
ま
し
た
。
徳
島
育
ち

の
私
達
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
、
美

し
く
か
つ
幽
玄
な
水
墨
画
の

よ
う
な
雪
景
色
が
、
パ
ノ
ラ

マ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
車
窓

に
広
が
り
、
感
動
的
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
慰
霊
参
拝
で
は
、

厳
粛
な
気
持
ち
で
慰
霊
と
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
が
叶

い
、
ま
た
、
女
性
部
が
製
作

し
た
千
羽
鶴
を
「
靖
国
神
社
」

及
び
「
無
言
館
」
に
奉
納
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
、

非
常
に
有
意
義
な
参
拝
で
あ

り
ま
し
た
。

（於	靖国神社）
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（
三
月
）

10
日　

正
・
副
会
長
会
（
参
集
殿
）

　
　
　

遺
族
会
運
営
委
員
会
（
参
集
殿
）

11
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

16
日　

戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
運
営
・
企
画

委
員
会
（
参
集
殿
）

18
日　

青
年
部
役
員
会
（
参
集
殿
）

25
日　

理
事
会
・
戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
総

会
（
参
集
殿
）

26
日
～
28
日　

靖
国
神
社
慰
霊
参
拝

（
四
月
）

8
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

21
日　

市
町
村
遺
族
会
事
務
局
長
会
議
（
参

集
殿
）

27
日　

女
性
部
役
員
会
（
参
集
殿
）

 

遺
児
部
役
員
会
（
参
集
殿
）

30
日　

遺
族
会
役
員
等
研
修
会
・
青
年
部
役

員
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

平
成
二
十
九
年
五
月
～
七
月
行
事
予
定

（
五
月
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

14
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
（
千
代
田

会
館
）

19
日　

監
事
会
（
参
集
殿
）

24
日　

正
・
副
会
長
会
（
参
集
殿
）

26
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
靖
国
会
館
）

27
日　

父
の
像
清
掃
（
徳
島
中
央
公
園
）

（
六
月
）

2
日　

南
部
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
阿
南
市

文
化
会
館
）

3
日　

東
部
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会（
参
集
殿
）

4
日　

西
部
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
阿
波
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

8
日　

理
事
会
・
戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
総

会
（
参
集
殿
）

10
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

13
日　

日
本
遺
族
会
評
議
員
会
（
靖
国
会
館
）

　
　
　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
靖
国
会
館
）

14
日　
日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
（
千
代
田
会
館
）

26
日　

評
議
員
会
・
理
事
会
（
参
集
殿
）

（
七
月
）

３
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
理
事
会
評
議
員

会
合
同
会
議
（
参
集
殿
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

下
旬
か
ら
第
4
回
特
別
企
画
展
（
戦
没
者
記

念
館
）

 

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
九
年
三
月
～
四
月
行
事
実
施

	●支部だより

　東みよし町中庄にお住いの國安
ハル子さんが、３月13日に百歳の
お誕生日を迎えられました。現在
は介護保険施設にて生活をされて
おり、当日は家族や入所者、施設
職員など多くの人に祝福され、と
ても緊張した面持ちでしたが、しっ

かりと感謝の言葉を述べられていました。
　國安さんは、衣料品店を営みながら３人の子供を立派に育てら
れ、地元遺族会の役員としても大変ご尽力いただきました。施設に
おいては得意の歌をよく披露しており、この日も施設の方々からリク
エストがありましたが、いつもとは違う雰囲気に照れくさそうにお断
りしていました。
　県遺族会など関係各所よりお祝い状と記念品が贈られ、うれし
そうにうなずかれていました。これからも、ますますお元気でお過
ごしください。 三庄地区遺族会会長　長谷　邦男

國安　ハル子 さん　（東みよし町）

　神山町神領の大粟玲造さんが、３
月20日百歳のお誕生日を迎えられま
した。当日ご自宅で徳島県、神山町、
徳島県遺族会からの祝状や記念品
が贈られました。大粟さんは昭和19
年に弟さんを戦争で亡くし、満州か
ら引き揚げ後、しぱらくの間農業に
従事し、その後公民館館長として社
会教育にご尽力されました。県の方

から長生きの秘訣は何ですかと聞かれ、何事も「努力」、努力す
ることだと答えられ心打たれました。毎日２社の新聞を全て読み、
午前中は読書、午後は約1kmの散歩をされているそうです。私
達５人が帰る際はわざわざ玄関前まで出ておいでになり「ありが
とうございました」と大きな声で見送って頂き感激いたしました。
　これからも益 お々元気で過ごされますようご祈念申し上げます。

神山町神領遺族会会長　粟飯原　康史

大粟　玲造 さん　（神山町）
　阿波市土成町土成の宮田フジエさんが
3月15日に百歳の誕生日を迎えられました。
土成遺族会は前会長吉田勝一氏、会計前
田功氏と私の３名が訪問し、県遺族会か
らの祝い状と記念品、土成遺族会からの
お祝いをお渡ししました。
　宮田さんは大阪市内にお住まいでした
が、昭和17年ご主人の出征とご自身の出産
のため、実家のある土成町に帰省し、現

在に至っています。
　戦後は実家の農業を手伝いながら、独り息子を育て上げ、今では孫が２人、
ひ孫が５人おいでになります。最近では、足の膝関節が痛むということで、正
座がうまくできない状態ですが、他に悪い所もなく健康そのもので、訪問時にも
終始朗らかな笑顔で接していただき、感謝の言葉を頂きました。４月に孫、ひ
孫や親族が集まり祝賀会が催されるそうで、楽しみにしているとのことでした。
　これからも、ますますお元気で過ごされますようご祈念申し上げます。
 土成町土成遺族会会長　尾形　信之

宮田　フジエ さん　（土成町）

　勝浦町三渓の押栗トヨさんが、３月６日に
百歳のお誕生日を迎えられました。町内の施
設で親族、入居者、職員約50名によるお祝
い会が開催され、徳島県、勝浦町と共に徳
島県遺族会からのお祝い状と記念品をお届
けしてまいりました。大勢の方に祝福され「あ
りがとう。」と笑顔で感謝の言葉を述べられ
ていました。
　押栗さんは、20歳の頃みかん農家に嫁ぎ

ご主人を戦争で亡くした後も、女手一つで一男一女を育て上げ、90
歳頃まで元気に畑仕事を続けてきました。
　現在入所中の施設では、毎朝新聞を読み、大好きな縫物をして、
毎日楽しく過ごされています。健康の秘訣は、好き嫌いせず魚をよく
食べることだそうです。
　これからもお元気で過ごされますよう心からご祈念申し上げます。

勝浦町遺族会会長　山本　肇

押栗　トヨ さん　（勝浦町）

百歳のお慶び

●第32回　５月13日（土）
　「紙芝居共演」 
　先の大戦に関連する複数の紙芝居を共演します。

●第33回　６月10日（土）
　「輸送船 富山丸の悲劇」 村上　和義氏（75）（徳島市）
　戦地沖縄へ赴く途次、米潜水艦により轟沈された輸送船・富山丸の悲劇。二度とくり返してはならない戦争の実相をお伝
えします。

＊毎月第2土曜日に開催（13：30 ～）

語り部事業のご案内
・「きくさんの沖縄戦」（沖縄戦と学徒動員）
・「那賀川鉄橋列車爆撃を語り継ぐ」（那賀川鉄橋での空襲）
・「十六地蔵」（疎開先で犠牲となった子どもたち）
・「瞳の中のこどもたち」（長崎への原爆投下）


